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2011 年 5 月 31 日 

株式会社日立製作所 

 

仮想ファイルプラットフォーム｢Hitachi Virtual File Platform｣を強化 

 

 

 

 

 

 

 
仮想ファイルプラットフォーム｢Hitachi Virtual File Platform｣ 

(左：ストレージセットモデル、右：ゲートウェイモデル) 

 

株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は、このたび、仮想ファイルプラットフォーム

｢Hitachi Virtual File Platform(日立バーチャルファイルプラットフォーム)｣(以下、「VFP｣)に、複数

の機種の異なるストレージ装置を接続し、容易にデータ移行できる｢Universal File Manager for 

NAS｣機能の追加やサーバ仮想化環境でのシステム運用管理の強化などを行い、6 月 1 日から提供

を開始します。 

 

近年、インターネットを利用したサービスなどの普及により、メールや画像、映像などを中心に企業が

取り扱うコンテンツデータ(*1)量は急激に増加しています。それに伴い、コンテンツデータを管理するス

トレージ装置の増加・分散が進み、散在したストレージ装置のシステム切り替えや統合など、システム

運用管理者の負荷は増大しています。そのため、煩雑な運用管理を軽減でき、効率的な業務を推進

できるシステムが求められています。このような背景のもと、日立では、データの重複排除・圧縮を自

動で行い効率的にバックアップ／アーカイブできるストレージ装置｢Hitachi Content Platform｣(以

下、｢HCP｣)やファイル仮想化機能｢Universal File Manager｣を｢VFP｣と組み合わせ、複数の拠点・

部門に設置された｢VFP｣がクラウド環境の入り口(Cloud on-Ramp)として機能し、データセンター内

の｢HCP｣にコンテンツデータを集約できるコンテンツクラウドを実現しています。 

*1 コンテンツデータ ：データベースなど構造化されたデータ(構造化データ)に対し、コンテンツをそのまま利用できる状態でファイルとして 

管理するデータ(非構造化データ) 

 

今回、｢VFP｣に複数の機種の異なるストレージ装置を接続し、容易にデータ移行できる

｢Universal File Manager for NAS｣機能を追加します。従来、システム切り替え時など、既設のス

トレージ装置からのコンテンツデータ移行は、個別の移行用サーバを設置する必要があり、またデー

タ移行が完了するまで通常業務を始めることは困難でした。本機能により、｢VFP｣と既設のストレー

ジ装置を仮想的にシステム連携させることが可能となるため、｢VFP｣への通常業務を行いながら並

行してデータ移行ができ、移行に伴うシステムコストを最小限に抑えた効率的な業務を実現します。 
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また、VMware®とのシステム運用面での連携を強化します。｢VFP｣上での仮想マシンの作成やバックアップ・リス

トア(修復処理)などを、個別のストレージ管理画面を介さず VMware®の管理画面から一元的に行うこと

ができます。これにより、コンテンツクラウドをはじめとした容易なシステム構築ができ、また煩雑な運

用管理を軽減します。 

 

日立は、ストレージソリューションビジョン｢Data Drives Our World and Information is the new 

currency｣(データは世界を動かす そして、情報は新しい価値を生み出す)のもと、｢VFP｣を主力製品

の一つとして、データの有効活用や TCO 削減などの実現により企業競争力を向上するストレージソリューションを

提供していきます。 

 

■今回強化した機能 

1. 「Universal File Manager for NAS」機能の追加 

｢VFP｣に複数の機種の異なるストレージ装置を接続し、容易にデータ移行できる｢Universal 

File Manager for NAS｣機能を追加します。本機能により、｢VFP｣への通常業務を行いながら並

行して既設のストレージ装置からコンテンツデータの移行ができ、システム移行に伴うコストを最小

限に抑えた効率的な業務を推進できます。 

さらに、「VFP」に全データを移行せず、ユーザーからアクセス要求のあるデータのみを順次移

行できます。標準で提供しているファイルシステムの容量仮想化機能と組み合わせることで、予め

大きな仮想容量を設定し必要に応じて物理容量を増やしていくことも可能です。これにより、例えば

既設のストレージ装置の保守契約期間が終了するまではその容量を有効利用し、｢VFP｣のストレー

ジ容量を抑え、契約終了の時点で全データを「VFP」に移行するといった運用が可能になり、システム移行にか

かるコストを最小限に抑えるとともに、システム管理者の負荷を低減します。 

 

2. VMware®などのソフトウェアとの連携を強化 

サーバ仮想化環境での VMware®とのシステム運用面での連携を強化します。「VFP」上での仮

想マシンの作成やバックアップ・リストアなどは、従来、個別のストレージ管理画面を立ち上げて、設

定する必要がありましたが、VMware®の管理画面である vSphere Client™から一元的に行うことが

できるようになります。これにより、コンテンツクラウドをはじめとした容易なシステム構築を可能とし、

また煩雑な運用管理を軽減します。 

また、従来、｢VFP｣のシステム構成の設定を行っていた管理ツール｢Hitachi File Services 

Manager｣とストレージ全体の管理ソフトウェア「Hitachi Command Suite」との連携を強化し、

｢VFP｣上のファイルシステムとストレージ容量の論理デバイスの定義や参照、また稼働状況の監視

などを「Hitachi Command Suite」から一元的に行うことが可能となります。 

 

3. レクラメーション(未使用領域解放)機能を追加 

｢VFP｣に標準で提供しているファイルシステムの容量仮想化機能に、レクラメーション(未使用領

域解放)機能を追加します。業務アプリケーションのデータを削除した際に、サーバ側の設定変更
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やシステムを停止することなく、その業務に割り当てられているストレージ領域を解放でき、データ容

量が必要な別業務への再利用が可能となります。これにより、業務環境の変化に合わせたストレー

ジ容量の効率的な運用が柔軟、かつ容易にでき、運用管理コストの削減につながります。 

 

■製品の価格・出荷時期 

名称 概要 価格(税込) 提供時期

｢Universal File Manager for NAS｣ 

複数の機種の異なるストレージ製品から、

オンラインで「VFP」へのデータ移行を行う

ソフトウェア 

147 万円～ 
2011 年 

6 月 1 日

 

■日立ストレージソリューションのホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/storage/ 

 

■他社商標注記  

・VMware、vSphere Client は、米国およびその他の国における VMware, Inc.の登録商標または

商標です。 
・その他記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

■取り扱い事業部・照会先 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 

RAID システム事業部 ファイルストレージ開発本部 アーキテクチャ開発部 [担当：小笠原] 

〒250-0872 神奈川県小田原市中里 322-2 

TEL:0465-49-1111(大代表) 内線 5379 

 

以 上 
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【添付資料】 

■｢Hitachi Virtual File Platform｣の製品仕様 

1. ストレージセットモデル 

項目 仕様 

製品名称 
Hitachi Virtual File Platform 

2010 

Hitachi Virtual File Platform 

2100 

Hitachi Virtual File Platform 

2300 

構成 2 ノードクラスタ 2 ノードクラスタ 2 ノードクラスタ 

構成ストレージ 
Hitachi Adaptable Modular 

Storage 2010 

Hitachi Adaptable Modular 

Storage 2100 

Hitachi Adaptable Modular 

Storage 2300 

搭載メモリ クラスタあたり 12GB クラスタあたり 24GB 

I/O インタ 

フェース 

(クラスタ 

あたり) 

ギガビットイーサ

ネットポート

(GbE:Copper) 

または  

10 ギガビット 

イーサネットポー

ト(10GbE:Optical) 

最大： GbE x 16 または GbE x 8 + 10GbE x 2 または 10GbE x 4 

ファイバチャネル

ポート/ 

iSCSI ポート 

－ 

標準： － 

最大： ファイバチャネル x4

または、iSCSI x 4 

標準： ファイバチャネル x4 

最大： ファイバチャネル x12

または、 

ファイバチャネル x4+iSCSIx4

容量 

最大搭載 

ディスクドライブ数 
60 120 240 

物理容量(*1) ～118.1TB ～236.2TB ～472.4TB 

外形寸法(mm)(WxDxH) 
600x1050x820 (16U ラック)

600x1050x1895 (38U ラック)
600x1050x1895 (38U ラック) 

質量(kg) 
約 214kg(16U ラック)(*2) 

約 297kg(38U ラック)(*2) 
約 297kG(38U ラック)(*2) 

消費電力(W) 3,478W 以下(最大構成時) 5,318W 以下(最大構成時) 8,998W 以下(最大構成時) 

省エネ法に

基づく表示

(2011 年度 

規定) 

区分 N 

エネルギー 

消費効率(*3) 
0.017 0.013 0.011 

*1 1K バイト=1,000 バイトとして計算した値です。 

*2 2 ノードクラスタ、LAN スイッチ、キーボード／ビデオ／マウス(KVM)、ストレージ、ラックを含めたシステムの値になります。なお、接続ス

トレージについては、基本筺体の最大構成(搭載可能なディスク、冗長コントローラなどすべてを搭載)を含めたものになります。 

*3 ストレージセットモデルにおいて、エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を省エネ法で定める

記憶容量で除したものです。 

 



5 

2. ゲートウェイモデル 

項目 仕様 

製品名称 
Hitachi Virtual File Platform 

100N 

Hitachi Virtual File Platform 

300N 

Hitachi Virtual File Platform 

500N 

構成 2 ノードクラスタ 2 ノードクラスタ 2 ノードクラスタ 

搭載メモリ クラスタあたり 12GB クラスタあたり 24GB クラスタあたり 48GB 

I/O インタ 

フェース 

(クラスタ 

あたり) 

ギガビット 

イーサネット 

ポート

(GbE:Copper) 

または 10 ギガ

ビットイーサネッ

トポート 

(10GbE:Optical) 

最大： GbE x 16 または GbE x 8 + 10GbE x 2 または 10GbE x 4 

 

ファイバ 

チャネルポート

/iSCSI ポート 

接続するストレージに依存 

容量 

最大搭載 

ディスクドライブ

数 

接続するストレージに依存 

物理容量(*1) 最大 15PB(接続するストレージに依存) 

外形寸法(mm)(WxDxH) 485x770x260(*2) 

質量(kg) 約 81kg(*2) 

消費電力(W) 1,358W 以下(*2) 

省エネ法に

基づく表示

(2011 年度 

規定) 

区分 J 

エネルギー 

消費効率(*3) 
1.80 

*1 1K バイト=1,000 バイトとして計算した値です。 

*2 2 ノードクラスタ、LAN スイッチ、キーボード／ビデオ／マウス(KVM)を含めた値になります。 

*3 ゲートウェイモデルにおいて、エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を省エネ法で定める複

合理論性能で除したものです。 
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■｢Hitachi Content Platform｣の製品仕様 

項目 仕様 

製品名称 Hitachi Content Platform(*1) 

構成 4 ノードクラスタ/8 ノードクラスタ(*2) 

構成ストレージ Hitachi Adaptable Modular Storage 2010(*3) 

搭載メモリ クラスタあたり 48GB(4 ノード)/クラスタあたり 96GB(8 ノード)(*2) 

I/O インタ 

フェース 

(クラスタ 

あたり) 

ギガビット 

イーサネット 

ポート

(GbE:Copper) 

または 10 ギガ

ビットイーサネッ

トポート 

(10GbE:Optical) 

GbE x 8(4 ノード)/GbE x 16(8 ノード) (*2) 

ファイバ 

チャネルポート

/iSCSI ポート 

- 

容量 

最大搭載 

ディスクドライブ

数 

42 または 84 (*2) (4 ノード)/126 (*2)または 168 (*2) (8 ノード)  

物理容量(*4) 62.9TB または 125.9TB (*2) (4 ノード)/188.9TB (*2) または 251.9TB(8 ノード) (*2) 

外形寸法(mm)(WxDxH)(*5) 600x1050x1895 (38U ラック、4 ノード)/ 600x1050x1895 (38U ラック x 2、8 ノード) (*2) 

質量(kg) (*5) 約 324kg(4 ノード)/約 628kg(8 ノード) (*2) 

消費電力(W) (*5) 2,977W 以下(4 ノード)/5,616W 以下(8 ノード) (*2) 

省エネ法

に基づく

表示

(2011 年

度 

規定) 

区分 J 

エネルギー 

消費効率(*6) 
1.80 

*1 Hitachi Content Platform は、Hitachi Virtual File Platform と組み合わせて販売される製品です。Hitachi Content Platform 単

体での販売は致しません。 

*2 2011 年 7 月 29 日から対応予定です。 

*3 Hitachi Content Platform は、構成ストレージとして Hitachi Adaptable Modular Storage 2010(別発注)を使用します。 

*4 1K バイト=1,000 バイトとして計算した値です。 

*5 それぞれ 4 ノードまたは 8 ノードクラスタ、LAN スイッチ、ファイバチャネルスイッチ、キーボード/ビデオ/マウス(KVM)、ラック、Power 

Distribution Unit(PDU)を含めた値になります。 

*6 Hitachi Content Platform において、エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を省エネ法で

定める複合理論性能で除したものです。 

 

以 上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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